
令和３年度 事業報告書

社会福祉
法 人 小山町社会福祉協議会
❖❖❖❖ 小山町社会福祉協議会は共同募金の助成団体です ❖❖❖❖

このマークが表記されている事業は、共同募金の助成を受けています

小山町社会福祉協議会は
全国社会福祉法人経営者協議会会員法人です！

みんなの参加と協働で、「しふく（至福）のふくし（福祉）」を実現します。

一人ひとりの思いを大切にした、寄り添えるサービスを届けます。

みんながずっとこの町で暮らしていけるよう、お手伝いできる社協をめざします。

みんなの未来のために、いつも前向きに歩む社協であり続けます。
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事業報告の付属明細書

令和３年度事業報告には、社会福祉法施行規則第2条の25第3項に規定する「事業報告の

内容を補足する重要な事項」に該当する事項はない。

地域福祉活動計画中の基本視点・基本目標の順で記載目 次
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１ 福祉のひとづくりの推進

⑴ 広報啓発活動の推進

ア 地域福祉活動情報紙「つながり」の発行

町民等に対し地域福祉に対する理解や関心をより深めてもらえるよう、本会事業の紹介、
地域で展開されているさまざまな地域福祉活動等についての情報提供を行った。

［配布方法］ 全戸配布（協力；小山町区長会）

号数 期日 発行部数

第2９号 令和３年6月15日

各6,７５０部
第３０号 令和３年9月15日

第３１号 令和４年１２月１５日

第３２号 令和４年３月１５日

イ 本会ホームページの管理運営及びSNSの活用による情報公開の促進

本会のホームページを管理運営し、定期的に情報を更新、地域福祉活動活動情報紙「つな
がり」と同様に本会活動を紹介、行事の案内、各種情報等を広く公開した。

ウ 年度版法人案内パンフレットの発行

経営理念、事業体制及び事業内容、組織及び組織運営等をまとめたパンフレットをを発行
し、主催事業の開催の機会を捉えて配布することにより本会に対する理解促進を図った。

［発行期日］ 令和３年４月２６日
［発行部数］ ７00部

エ ２０２１小山町ふれあい広場の開催

地域福祉活動の必要性や現状の理解促進、ボランティア活動等についての意識高揚を図る
ための啓発活動として実施した。

［開催期間］ 令和３年１２月２日（木）～１1日（土） ※１０日間
[開催会場] 小山町総合文化会館 ホワイエ周辺
[開催形態] パネル展示のみ（参加団体の活動紹介等）
［参加団体・施設数］ １６団体・施設
［来場者数］ 延１，８００名
新型コロナウイルス感染症拡大防止のため規模を縮小して開催
[実行委員会の開催]

回 期 日 会 場

第１回 令和３年７月２８日（水） （書面開催）

第２回 令和３年１０月１１日（月） 小山町健康福祉会館

第３回 令和４年２月１８日（金） 小山町健康福祉会館

ー １ ー

オ 小山町社会福祉大会及び福祉講演会の開催 （１－１）

多年にわたり地域福祉活動の発展に功労のあった方々を表彰し、なお一層の活躍を期待す
るとともに、住民主体による助けあい活動など、わが町における地域福祉のさらなる充実を
めざす機会として開催した。

［期 日］ 令和３年1２月1１日（土）
［会 場］ 小山町総合文化会館・金太郎ホール
［内 容］ 第1部 表彰式典

第2部 記念講演（フリーアナウンサー 寺田理恵子氏）
［来場者数］ 250名
新型コロナウイルス感染症拡大防止のため規模を縮小して開催



⑵ 福祉教育（共育）活動の推進

ア 福祉系大学や専門学校学生等実習生の受け入れ

受入実績なし（当該地域に希望学生がいないため）

イ 中学生職場体験学習の受け入れ

新型コロナウイルス感染症まん延防止のため中止（小山町教育委員会からの申し入れによる）

ー ２ ー

⑶ ボランティアの輪を広げる活動の推進

ア ボランティアセンターの運営

ボランティア活動が地域社会に定着するために、一部の限られた人たちだけが活動を行うの
ではなく、地域のさまざまな人たちが、気軽に、楽しく、日常的に活動に参加できるよう支援に
努めた。

事業内容

⑴ ボランティア活動や住民活動に関する情報提供及び相談・連絡調整
⑵ ボランティアの登録やニーズの受付
⑶ ボランティア活動保険やボランティア行事用保険の加入促進
⑷ 民間福祉財団等による助成事業の案内・推薦
⑸ 生活支援コーディネーターとの連携による人材発掘及び組織化支援

ウ 大規模災害に備えた災害ボランティアのネットワークの構築

予想される東海地震や神奈川県西部地震や局地的な風水雪害などの自然災害に備え、被
災地域の復旧・復興に不可欠な「災害ボランティアセンター」を中心としたボランティア活動
が効果的かつ円滑に行われるよう、平常時から町行政を含めた県内外の関係機関や団体
との連携を強化し、災害ボランティアにかかる機能的な体制づくりのための取り組みを行
った。

取組内容

⑴ 災害ボランティアセンターの立ち上げ訓練の実施や必要資機材の整備
⑵ 災害ボランティア関連研修事業の開催
⑶ 平常時における関係機関との連携強化
⑷ 災害ボランティア活動に関する意識高揚を目的とした啓発活動の実施
⑸ 県内外の機関や団体と連携した訓練への関係者の参加等
⑹本会のBCP策定に伴う災害ボランティアセンター運営マニュアル見直し

イ 第４０回サマーショートボランティア活動計画の実施（静岡県ボランティア協会との共催）

夏休みを利用したボランティア活動体験プログラムであり、受入施設は高齢者施設、障が
い者施設、児童施設などの福祉施設や社会教育施設である。施設での活動を通じて、参加
者が施設利用者や職員のこと、ボランティアや福祉について理解を深める機会となってい
る。なお、新型コロナウイルス感染症の影響により、受入先での活動に参加できなかった人
に対し、代替活動（ビニールエプロンづくり）が行われた。
[実施結果（小山町内の受入先のみ抜粋）]

活動期間 令和３年８月１日（日）～８月３１日（火）

受入施設数 ５か所（うち ４か所が受入中止）

参加申込者数 ２５名

参加者数 ２３名

ア） 災害ボランティアセンター支援の連携協定の締結

自然災害発生時において本会が運営する災害ボランティアセンターの運営に対し、そ
の支援内容や連携に係る協定を締結した。

団体名 締結年月日

小山ライオンズクラブ 令和３年６月１日（火）

ウ 学校やPTA及び地域団体等主体の体験学習、地域交流に関する活動支援

支援実績なし（希望団体等がなかったため）



ー ３ ー

イ） 県内外で発生した大規模災害に係る支援活動の実施

静岡県内外で発生した大規模災害に係る支援のため、職員派遣等を行った。

令和３年７月大雨災害に係る災害ボランティアセンター運営支援活動

派遣先 熱海市（熱海市社会福祉協議会）

派遣期間・日数

① 令和３年７月５日（月）～８日（木）
② 令和３年７月２０日（火）～２１日（水）
③ 令和３年８月２５日（水）～２７日（金）
④ 令和３年９月１２日（日）～１４日（火）

計１２日間

派遣職員 松田直樹（統括地域福祉プロデューサー）

令和３年７月大雨災害に係る静岡DWAT（静岡県災害派遣福祉チーム）としての避難所
における支援活動

派遣先 熱海市（熱海 金城館）

派遣期間・日数 令和３年８月２５日（水）～２８日（土） 計４日間

派遣職員 江藤瑞穂（居宅介護支援事業所 副管理者・介護支援専門員）

災害ボランティアセンター（熱海市社協） 避難所（熱海 金城館）

期日 令和４年１月２９日（土）

会場 オンライン開催（Zoom）

内容 「災害時の支援活動について」
～今年度の静岡県内の災害支援活動の事例 他～

講師・話題提供者 李 仁鉄氏（にいがた災害ボランティアネットワーク理事長）
松山文紀氏（災害対応NPO MFP）
加藤慎也氏（富士市社会福祉協議会）
薮田栄和氏（西伊豆町社会福祉協議会）
玉木優悟氏（下田市観光協会）

参加人数 ２４名（市町社協１４名、ＮPO・ボランティア７名、行政１名、その他２）

エ 災害対応研修会の開催

多様化する大規模災害の場面において、社会福祉協議会やボランティア団体等が被
災者支援の一翼を担っているが、市町災害ボランティアセンターで抱える課題、避難
所運営、外部団体の支援のあり方を含め、町民や関係機関・団体、福祉施設・事業所等
とともに、平時における連携強化を図ることを目的に開催した。

オンライン参加の様子



ー ４ ー

⑷ 住民参加の活動を支える

ア 福祉関係団体の運営支援

福祉関係団体の活動基盤強化のため、必要な事務受託を行うとともに、その自主性を尊
重し、自立へ向けての支援を行った。（書面による委託契約の締結あり）

［団体別事務受託状況］

№ 団体名
経理事務 代表者印管理 預金通帳管理

団体 本会 団体 本会 団体 本会

１ 小山町共同募金委員会 ◯ ◯ ◯

２ 小山町シニアクラブ連合会 ◯ ◯ ◯

3 小山町手をつなぐ育成会 ◯ ◯ ◯

４ 小山町赤十字奉仕団 ◯ ◯ ◯

５ 小山町母子寡婦福祉会 ◯ ◯ ◯

６ 小山町身体障害者福祉会 ◯ ◯ ◯

７ 小山町遺族会 ◯ ◯ ◯

８ 小山町忠霊奉賛会 ◯ ◯ ◯

エ 小山町区長会との連携による地域福祉活動の推進

区長会との連携協働による地域福祉活動の推進を図った。

ア） 区長会への出席
会員増強運動や共同募金運動への協力依頼

イ） 会員世帯等に対する広報紙の配布
各区を通じた配布依頼

ウ） 施設提供等協力依頼
ふれあい茶論等の実施に伴う施設提供依頼

エ） その他
区長会に対する年間協力費の支払い

ウ 小山町民生委員児童委員協議会との連携による地域福祉活動の推進

民生委員児童委員協議会との連携協働による地域福祉活動の推進を図った。

ア） 定例会への出席
民児協関連の社協事業にかかる各種報告等（原則として毎月第4水曜日）

イ） 共同募金運動の連携・協力依頼
・赤い羽根募金協力企業等訪問活動の連携協力
・歳末たすけあい世帯激励金配分にかかる連携

ウ） 福祉総合相談事業の連携
心配ごと相談員への就任及び相談対応

エ） 地区会や部会との連携
各種研修や事業についての相談対応・連携強化

イ 地域福祉活動事業費助成事業の実施

赤い羽根共同募金の配分金を財源とし、自主的に地域福祉活動を実践しようとする団体
やグループ及び小規模施設からの申請に基づき事業費助成を行った。

助成団体数 ７団体

助成決定額 ４５０，０００円

オ 共同募金運動との連携

静岡県共同募金会及び小山町共同募金委員会と協働し、共同募金運動の促進を図るとと
もに、助成金の有効活用に努めた。
［募金運動期間］ ・赤い羽根募金 10月1日～12月31日

・歳末たすけあい募金 12月1日～31日



ー ５ ー

カ 歳末たすけあい募金配分事業の実施

新たな年を迎える年末の時期に、支援を必要とする人たちが安心して暮らすことができる
よう支援するため、激励金の贈呈を行った。当該世帯への見舞金の贈呈にあたっては、対象
世帯から申請方式とし、生活状況を十分把握したうえで、本人の意思を確認しながら、民生委
員児童委員協議会の協力を得ながら実施した。福祉関係当事者団体や小規模施設等が実施
する事業に対し事業費の助成を行った。

なお、激励金品の支給や事業費助成について、適正かつ効果的な配分を行うため、歳末た
すけあい事業配分委員会を設置した。

ア） 歳末たすけあい事業配分委員会の開催

［期 日］ 令和３年１２月８日（水）
［会 場］ 小山町健康福祉会館
［出席者］ 委員7名（本会1名・民生委員児童委員5名・職員1名）

イ） 世帯激励金等申請受理件数
3３世帯５４名

ウ） 世帯激励金の配分実績

配分金額 計５９６，０００円（配分事務経費を除く）

配分世帯数 32世帯（世帯人数52名）

世帯種別内訳

ひとり暮らし高齢者世帯 1７世帯・1７名

ひとり親世帯 ７世帯・2０名

障害者・児世帯 ５世帯・ ７名

その他の生活困窮世帯 ３世帯・ 8名

※ 配分世帯担当民生委員児童委員数；１７名

エ） 地域福祉活動事業費助成実績

№ 団体名等 件数・人数

1 小山町母子寡婦福祉会 1件

2 小山町手をつなぐ育成会 1件

3 特定非営利活動法人おでかけクラブ 2件・２１名

4 ふれあい茶論運営団体 １３件・３５７名

5 放課後児童クラブ 5件・21４名

６ ワーカーズコープ １件・３８名

計 ２１団体 ３３０，５00円（配分事務経費を除く）

キ おやま健康マイレージ事業への協賛

［内 容］ ア） 健康増進支援事業所登録（同事業のPR、カード配布、ポイント押印等）
イ） ハッピーチケット活用事業（カフェ・ポム及びカフェ・アップルの飲食500

円分）
ウ） スマイル賞協賛（町民食堂ごちそうさん 回数券2,200円分×4セット）
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２ 共生の地域づくりの推進

⑴ 相談支援体制の推進

ア 福祉総合相談所の運営

町民が抱える生活課題の解決に向けて、各種相談体制を整備するとともに、関係相談機
関と連携し対応した。
［開設日数］ 延１１２日 （前年度比 ４日増）
［相談受理件数］ 延４９件 （前年度比 １３件減）

⑴ 介護相談

開 設 日 毎週火曜日

相 談 員 介護支援専門員

開 設 日 数 ４８日

相 談 受 理 件 数 １４件

⑵ 法律相談

開 設 日 指定の水曜日（毎月１回）

相 談 員 弁護士

開 設 日 数 １２日

相 談 受 理 件 数 ３１件

⑶ 心配ごと相談

開 設 日 毎週木曜日

相 談 員
民生委員児童委員・主任児童委員
人権擁護委員

開 設 日 数 ４７日

相 談 受 理 件 数 ４件

⑷ 出張
心配ごと相談

第１回

期 日 令和３年７月２９日（木）

会 場 須走地区コミュニティセンター

相談受理件数 ０件

第２回

期 日 令和３年９月３０日（木）

会 場 小山町総合文化会館

相談受理件数 ０件

第３回

期 日 令和３年１１月２５日（木）

会 場 須走地区コミュニティセンター

相談受理件数 ０件

第４回

期 日 令和４年１月２７日（木）

会 場 北郷地区コミュニティセンター

相談受理件数 ０件

第５回

期 日 令和４年３月２４日（木）

会 場 須走地区コミュニティセンター

相談受理件数 ０件

相 談 員 権利擁護支援センター職員
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イ 包括的支援体制構築事業の実施 【小山町受託事業】

福祉的ニーズの多様化・複雑化を踏まえ、単独の相談機関では十分に対応できない、い
わゆる「制度の狭間」 の課題の解決を図る観点から、複合的な課題を抱える住民等に対
する包括的な支援システムを構築するとともに、高齢者などのボランティア等と協働し、
地域に必要とされる社会資源を創出するために、関係機関等との連携による取組を実
施した。

［取組内容］

・相談支援包括化推進員の配置
・相談者が複数の相談機関に出向くことなく、複合的な悩みを総合的かつ円滑に相談
できる体制整備の実現

・多機関及び多職種の連携強化（含 地域包括支援ネットワーク会議への出席等）
・地域に不足する社会資源の創出 他

［取組実績］

地域生活課題に関する相談件数等（含 相談に対する情報収集）

実 件 数 １２８件 （前年度比 １５件増）

来談者数 １１７名 （前年度比 ２０名減）

相談種別

生活困窮 ６１ 虐待 ６ 医療 ２９

介護 ２６ 育成 ４ 障がい ２４

ひきこもり ５ 地域生活 １０ 成年後見 ３３

就労 ２８ その他 ２２

来談者等に対する支援件数及び内容

実 件 数 117件 （前年度比 １件減）

改善件数 88件 （前年度比２８件増）

主 た る
支援内容

相談のみ ２２ 介護保険事業部門対応 8

生活支援相談C対応 ３６ 地域包括支援Cとの連携 7

生活福祉資金対応 １４ 相談継続 6

権利擁護支援Ｃ対応 17 町健康増進課との連携 5

ネットワーク会議との連携 6 日常生活自立支援事業対応 ５

生活保護担当課との連携 6 その他 14

ネットワーク会議・個別ケース会議開催件数

ネットワーク会議調整件数 １２件 （前年度比 １件増）

個別ケース会議開催件数 ２３件 （前年度比 ２２件増）
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ウ 生活支援体制整備事業の実施 【小山町受託事業】

地域における高齢者の生活支援・介護予防の体制整備を推進していくために、体制整
備に向けた調整役として「生活支援コーディネーター」を配置し、町や地域包括支援セン
ター「平成の杜」等との連携により事業を実施した。
［受託業務の内容］

・地域の高齢者ニーズや、地域に不足している介護予防や生活支援のサービスの把握
・サービスの開発に向け、地域の関係団体等への働きかけ
・地域の関係団体間の情報共有や連携体制の整備
・サービスの担い手の発掘や要請、地域のニーズと不足するサービスのマッチング

［取組実績］

生活支援コーディネーターの配置

配置人数 ３名（常勤・兼務） ※ 令和３年４～６月までは４名

生活支援体制整備事業推進連絡会への出席

第１回 令和３年４月２０日（火） ２名出席

第２回 令和３年５月１８日（火） ２名出席

第３回 令和３年６月１５日（火） ２名出席

第４回 令和３年７月２０日（火） ２名出席

第5回 令和３年９月２１日（火） １名出席

第６回 令和４年２月１５日（火） １名出席

第７回 令和３年３月２２日（火） １名出席

各種会議等への生活支援コーディネーター等の出席

スマホ教室 運営支援 令和３年１０月２２日（金）、１１月１６日（火）

本会の実施事業を通じた体制整備や調査研究等

⑴ ふれあい茶論
⑵ 社会福祉法人との連携による「県境エリア対象・移動販売事業」
⑶ 社会福祉法人等との連携による地域課題の解決に向けた取組
⑷ 福祉車両貸出事業
⑸ 高齢者向け配食サービス“おまち堂”
⑹ 福祉有償運送事業の研究と実施に向けた体制づくりの検討協議

「断らない相談」との一体的実施

ネットワーク会議への生活支援
コーディネーターの出席

実績なし
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⑵ 生活困窮者自立促進支援事業の推進

ア 静岡県生活困窮者自立相談支援事業の実施 【静岡県受託事業】

ア） 事業概要
生活困窮者が困窮状態から早期に脱却することを支援するため、本人の状態に応じ
た包括的かつ継続的な相談支援を実施するとともに、地域における自立・就労支援等
の体制を構築することにより、生活困窮者の自立の促進を図った。

イ） 事業運営方式
ふじのくに生活困窮者自立支援コンソーシアムの構成法人による連携協働

ウ） 構成法人
・本会を含む県内12町社会福祉協議会
・特定非営利活動法人青少年就労支援ネットワーク静岡
・静岡県社会福祉協議会（代表法人）

エ） 業務内容
生活支援・相談センターを設置するとともに、相談支援員（2名）を配置し、総合相談
受付、緊急対応、他機関へのつなぎ、アセスメント、プラン作成、モニタリング、評価、支
援調整会議、関係機関との調整、支援者開発、ニーズ掘り起し等の業務を行った。

オ） 小山町支援調整会議の開催
【構成機関等】静岡県社会福祉協議会、静岡県東部健康福祉センター、小山町

小山町教育委員会、沼津職業安定所御殿場出張所
NPO法人青少年就労支援ネットワーク静岡、小山町社会福祉協議会 他

小山町支援調整会議の開催状況

第１回 令和３年５月１４日（金） ７機関・１７名 出席

第２回 令和３年７月２日（金） ８機関・１６名 出席

第３回 令和３年８月１３日（金） オンライン開催 ８機関・１７名 出席

第４回 令和３年１０月１日（金） オンライン開催 10機関・１５名 出席

第５回 令和３年１１月５日（金） １０機関・１８名 出席

第６回 令和３年１２月６日（月）オンライン開催 ７機関・１５名 出席

第７回 令和４年２月４日（金）オンライン開催 ６機関・１２名 出席

第８回 令和４年３月１８日（金） ６機関・１７名 出席

カ） 生活困窮者自立支援制度に関する支援実績

【自立相談支援事業】

新規相談受付件数（総数） ５１

プラン作成件数（総数） ４３

就労支援対象者数 ２１

法に基づく事業等利用件数

住宅確保給付金 ９

一時生活支援事業 １

家計相談支援事業 １８

就労準備支援事業 ０

就労訓練事業 ０

自立相談支援事業による就労支援 １４

一般就労者数（プラン作成者分） ４

増収者数一般就労者数（プラン作成者分） ４

具体的な支援内容
・ハローワークや就職面接及び各種申請手続への同行
・収支状況の把握 他
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【生活再建支援事業】

新規相談受付件数（総数） １０

プラン作成件数（総数） １８

相談延回数 ７３

具体的な支援内容

・収支の見える化
・滞納返済のための同行支援や交渉同席
・生活保護申請面談の同席
・生活福祉資金等へのつなぎ
・金融機関への同行 他

【一時生活支援事業】

宿泊日数 ０

プラン作成件数（総数） １

被服の提供 ０

地域居住支援事業利用者数 ０

イ ふじのくに型学びの心育成支援事業の実施 【静岡県受託事業】

ア） 事業概要
【子どもの学習支援・生活支援事業】
生活保護受給世帯及び生活困窮世帯の子どもを対象に学習の場を提供し、学習

支援を行い、生活困窮世帯の子どもの高等学校への進学を促進することにより、
就職率を向上し、生活困窮世帯等の子どもの自立促進を図った。さらに、高校生
世代を対象とした多様な進路の選択に向けた助言や情報提供を行うことにより、
若年層における就労意欲の向上を図った。

イ） 実施日数

区分 小計 合計

夏季
【集合型支援】
令和３年７月２６日（月）～８月４日（水）

８日

１６日
冬季

【集合型支援】
令和３年１２月２５日（土）～２７日（月）

３日

通年

【学習教材郵送による支援】
令和３年８月２０日（金）、９月２１日（火）

１０月２０日（水）、１１月１９日（金）
１２月２３日（木）

5日

ウ） 学習支援教室（おやま学習アシスト教室）の設置場所
小山町健康福祉会館

エ） 児童・生徒の無料送迎サービス（希望世帯のみ）
本会業務用車両による

オ） 教育支援員登録者数
８名（男性４名・女性４名）

カ） 利用実績

実人数
（名）

参加延人数（名）

計
集合型 教材郵送

夏季 冬季 通年

小学生 １２ １１７ 50 17 50

中学生 ２ １５ 5 0 10

計 １４ １３２ ５５ １７ ６０
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ウ 生活困窮世帯向け緊急食糧支援事業の連携実施

ア） フードドライブの連携実施
まだ安全に食べられるにもかかわらず処分されてしまう食料を、企業や個人から

寄贈を受け、生活困窮者等、支援を必要としている人に適切に配るフードバンク事
業やフードドライブ事業を地域の仕組みとして確立させ、相互扶助の社会づくりを
めざすことを目的として、NPO法人フードバンクふじのくに等と本会が事業連携し
実施した。

事 業 名 生活困窮世帯向けフードバンク事業

受 付 期 間
夏季 令和３年8月２日（月）～31日（火）

冬季 令和４年１月４日（火）～31日（月）

寄贈品重量

夏季
本会 513.3kg
（県内 １４ｔ）

年間
総重量

本会 608kｇ
（県内 20ｔ）

冬季
本会 94.7kg
（県内 20ｔ）

活 用 実 績

延１４世帯・２９名分

フードバンクふじのくに
通 常 延８世帯・１５名分

コ ロ ナ 対 策 延５世帯・９名分

御殿場・小山フードバンク協議会
延９０世帯
（世帯人数不詳）

本会 独自支援事業（備蓄品活用） 延６世帯・１４名分

イ） 「小山町みんなの食堂」お弁当配布事業の連携実施
生活困窮世帯等の子どもを主な対象とした食事の無償提供を通じて、関係団体と

の新たなネットワークの構築と、生活ニーズの把握、きめの細かな支援につなぐこと
ができた。
［連携団体］ 御殿場・小山フードバンク協議会 他
[協力内容] 問合せ先窓口 他
［開催実績］

第１回

期 日 令和３年８月７日（土）

配 布 会 場 小山町健康福祉会館

配 布 数 ４７食

そ の 他 夏休み自由研究特別企画（SDGs）を同日開催

第２回

期 日 令和３年８月１４日（土）

配 布 会 場 リーテンリュカ（小山町用沢）

配 布 数 ４３食

そ の 他 夏休み自由研究特別企画（SDGs）を同日開催

第３回

期 日 令和４年１月８日（土）

配 布 会 場 小山町健康福祉会館

配 布 数 ５０食

そ の 他 特記事項なし
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⑶ 資金貸付による経済的自立及び生活意欲の助長

ア 小山町生活福祉資金貸付事業の実施

本会貸付要綱に基づき、低所得世帯に対し、資金の貸し付けと必要な援助指導を行う
ことにより、経済的自立と安定した生活のための支援を行った。
［資金種類別の新規貸付実績］

計 ４件 ４０，０００円 前年度比 増減なし

日常生活費 ４ ４０，０００円 前年度比 増減なし

就学費 ０ ０円 前年度比 増減なし

家屋補修費 ０ ０円 前年度比 増減なし

計 27件 9,900,000円 前年度比 20件減

総合支援資金 １２ 6,900,000円 前年度比 １件増

うち 特例貸付分（新規） 8 4,650,000円 前年度比 3件減

うち 〃 （再貸付） ４ 2,250,000円 前年度比 4件増

福祉資金 ０ ０円 前年度比 増減なし

緊急小口資金 15 3,000,000円 前年度比 ２１件減

うち 特例貸付分 15 3,000,000円 前年度比 ２１件減

教育支援資金 ０ ０円 前年度比 増減なし

不動産担保型生活資金 ０ ０円 前年度比 増減なし

ウ 静岡県生活福祉資金貸付事業専任相談員の配置 【静岡県社会福祉協議会受託事業】

生活福祉資金貸付事務の迅速化と、きめ細かな援助指導を行うために、静岡県社会福祉
協議会から助成を受けて相談員（2名／兼務）を配置した。

イ 静岡県生活福祉資金貸付事業の実施 【静岡県社会福祉協議会受託事業】

静岡県社会福祉協議会から事務の一部を受託し、低所得世帯、障害者世帯または高
齢者世帯に対し、資金の貸し付けと必要な援助指導を行うことにより、経済的自立及び
生活意欲の助長並びに在宅福祉、社会参加の促進を図った。
さらに、新型コロナウイルス感染症の影響による収入の減少に伴う個人向けの「緊急

小口資金等特例貸付」及び「総合支援資金特例貸付」を令和2年3月25日から引き続き
実施した。（国の方針により、令和4年8月31日まで再延長となった。）

ア） 受託事務の内容
・資金貸付の広報業務
・借入申込者に対する支援業務
・借受人に対する支援業務
・関係機関との連携・連絡・調整等業務
・資金貸付及び償還に関する書類の交付、受付・検討、県社協への送付業務
・償還に関する協力業務
・借入申込者及び借受人の属する世帯の調査に関する業務 他

イ） 資金種類別の新規貸付実績

相談受付件数 延５９件 前年度比 ２３件減
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⑷ 権利擁護体制づくりの推進

問い合わせ件数 １件 前年度比 １件増

認知症高齢者等 0

知的障害者等 0

精神障害者等 0

その他 １

初回相談件数 ８ 前年度比 1件減

認知症高齢者等 ３

知的障害者等 ０

精神障害者等 １

その他 ４

相談援助件数 ５６１ 前年度比 １２件増

認知症高齢者等 １５０

知的障害者等 0

精神障害者等 ２２１

その他 １９０

ア 日常生活自立支援事業の実施 【静岡県社会福祉協議会受託事業】

日常生活に不安のある高齢者や20歳以上の障害者（知的障害・精神障害）などの町民を
対象とし、福祉サービスの利用に関する相談に応じ、サービスの選択や契約を支援した。
また、料金の支払い、日常の金銭管理などできるだけ不安の少ない生活を送れるよう援助
に努めた。
ア） サービス内容

・福祉サービスの利用援助
（利用手続きの援助、通知確認などの援助、利用料の支払いなど）

・日常的金銭管理
（年金や手当の受領確認、生活費に要する預貯金の払戻しなど）

・書類等の預かりサービス
（普通預金通帳、定期預金通帳、保険証書、印鑑登録証、マイナンバーカード、実印等）

イ） 業務内容
・相談受付業務に関する事項
・利用契約締結の判断に関する事項
・利用契約締結（契約書一式の作成を含む）に関する事項
・支援計画に基づく援助に関する事項 他
・その他受託業務の遂行に必要な事項

ウ） 実施体制
・専門員 2名（兼務）
・生活支援員 ６名（専門研修修了者）

エ） 相談等受理件数
計５７０件 （前年度比 １２件増）

オ） 利用実績

実利用者数 ６名 前年度比 １名増

うち 書類預かりサービス実利用者数 ６名 前年度比 １名増

うち 新規契約利用者数 ２名 －

うち 契約終了利用者数 ２名 －

日常的金銭管理サービス利用件数 延１００件 前年度比 ２０件減

カ） 契約締結審査会への出席
実績なし
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市民後見人養成講座フォローアップ研修の開催

第１回

[期日]令和３年１１月２日（火）
[会場]小山町健康福祉会館及びZoom対応
[内容]財産管理のための基礎知識
[講師]西川浩之氏（司法書士）

２０名
（うち 研修生7名）

第２回

[期日]令和３年１１月３０日（火）
[会場]小山町健康福祉会館及びZoom対応
[内容]後見活動のための精神医学

実地研修活動報告
[講師]佐久間哲也氏（精神科医／エムオーエー

奥熱海クリニック院長）
［報告］藤曲喜雄氏（実地研修受講生）

１９名
（うち 研修生６名）

成年後見制度利用促進に伴う関係機関等との打合せ ２回・延５名

静岡県成年後見制度利用促進協議会（WEB開催）への出席 １回・延１名

権利擁護支援センター職員対象の研修会への参加 １４回・延２１名

項 目 件数等

権利擁護及び成年後見制度に関する相談対応件数 ４０件

成年後見制度利用支援 １１５件

権利擁護及び成年後見制度に関する広報及び啓発

おやま権利擁護通信の発行
第５号；令和３年５月1５日
第６号；令和3年７月１５日
第７号；令和3年９月１５日
第８号；令和３年１１月１５日
第９号；令和４年１月１５日

発行部数
6,７０0部
6,700部
6,700部
6,700部
6,700部

成年後見事業運営委員会の開催

第１回；令和３年７月７日（水）
第２回；令和３年１２月９日（木）

１０名
10名

市民後見人候補者名簿への登録及び同名簿の管理（登録者数） ２名

家庭裁判所への市民後見人候補者の推薦（被推薦者数） １名

市民後見人への活動支援 １回

地域連携ネットワーク会議の運営（会議開催回数） ０回

イ 小山町権利擁護支援センター事業の実施【小山町受託事業】

認知症や知的障がい、精神障がいなどの理由により判断能力が不十分であっても、本人
の意思が尊重され、住み慣れた地域で自分らしく暮らし続けるために、財産や権利を擁護
する体制をつくり、成年後見制度の総合的な推進を図った。
ア） 業務内容

・成年後見制度に関する相談対応
・成年後見制度に関する普及啓発
・市民後見人養成等に関する業務
・市民後見人活動支援に関する業務
・関係機関との連携及び調整 他

イ） 業務実績
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計
類型内訳

後見類型 補佐類型 補助類型

受任件数 ２件 2件 0件 0件

前年度から継続 ０ ０ 0 0

新規受任 １ 1 0 0

受任終了 １ １ ０ ０

ウ 法人後見事業の実施

静岡家庭裁判所の選任を受け、認知症高齢者、知的障がい者及び精神障がい者など意思
決定が困難な人に対して、本会が成年後見人、保佐人、または補助人となり、本人の判断能
力を補い、安心して日常生活を送ることができるよう支援した。
ア） 業務内容

・法人後見の受任
・法人後見支援員の登録及び活動支援 他

イ） 受任件数
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３ 福祉の基盤づくりの推進

⑴ 高齢者等への支援活動の推進

ア ふれあい茶論の開催（介護予防普及啓発事業）【小山町受託事業】

高齢者の介護予防と仲間づくり及び社会参加等をねらいとして開催した。

ア） 開催実績

開催規模等を考慮し一部地域で開催 （新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため）

［開催回数］ 16回（計画回数 ７０回） （前年度比 ６回増）
［運営協力者］ ふれあい茶論運営協力委員 16団体・１３３名
［参加者］ 延4５３名（うち ６５歳未満の運営協力委員 8名） （前年度比 １７５名増）
［協力者］ 民生委員児童委員、単位シニアクラブ役員、ボランティア他
［月別実績］

月別 回数 参加者数 月別 回数 参加者数

４月 0 0（0） 10月 ２ 49（0）

５ 0 0（0） 11 1 31（0）

６ 0 0（0） 12 9 269（3）

７ 0 0（0） １ 4 104（5）

８ 0 0（0） ２ 0 0（0）

９ 0 0（0） ３ 0 0（0）

参加者数欄（ ）内の数値 ・・・ 65歳未満の運営協力委員数

イ） ふれあい茶論運営協力委員連絡会の開催

第１回 第２回

期 日 令和３年６月８日（火） 令和4年3月15日（火）

出席者数 ２５名（うち 運営委員23名） ２1名（うち 運営委員19名）

イ 宅老所「ひだまり」の運営

独居高齢者等の引きこもり予防や社会参加をねらいとして宅老所を実施した。

ア） 実施場所
小山町健康福祉会館1階・調理実習室他

イ） 利用対象
小山中学校区在住の虚弱高齢者

ウ） 実施内容
茶のみ、世間話、昼食づくりなど

エ） 運営体制
［運営協力者数］ 3名

オ） 利用実績

利用登録者数 １０名 前年度比 増減なし

開催日数 ８日（うち 訪問対応 １日） 前年度比 ６日増

延利用者数 ７２名（うち 訪問対応 1０名） 前年度比 ５２名増
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⑵ サービスの提供力を高める

ア 住民参加型福祉サービス“オンリー・ユー♪”の実施

既存の社会保障や福祉制度では十分な対応ができない町民を対象とした有償の「住民参
加型福祉サービス“オンリー・ユー♪”」を町内全地区で実施した。サービス運営体制や人材
発掘等についての細部調整や広報活動をあわせて展開した。

規模の大幅縮小 （新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため）

ア） 事業内容

・広報紙やホームページ及び地元マスメディアを活用した広報活動の展開
・地域福祉活動情報紙等への掲載
・ホームページによる情報提供
・案内リーフレットの発行・配布
・ふれあい茶論や各種会議等における周知

イ） 登録会員数（令和４年３月３１日現在）
利用会員 ３６名（男性１０名・女性２６名）
協力会員 １８名（男性 ４名・女性１４名）

ウ） 利用実績

延利用回数 ４８回 前年度比 ２８回増

延利用時間数 １２時間４５分 前年度比 １２時間４５分

ウ 緊急通報体制整備事業の実施【小山町受託事業】

独居高齢者等による緊急時通報のための機器を設置することにより、安心安全な在宅生活
の支援を行った。
ア） 設置機種

シルバーホンあんしんＳ（NTT社製）
イ） 対応業務

・事業の広報業務
・設置申込者に対する支援業務
・設置工事業者との工事日の調整業務
・設置時の立会に関する業務
・設置利用者に対する使用方法の説明業務
・消防本部や通報協力者との連絡調整等業務
・ＮＴＴに対する使用料支払いに関する業務
・長期入院や施設入所、死亡等による撤去時の立会に関する業務
・その他必要と認められる業務

ウ） 利用実績

実利用者数 ４９名 前年度比 １名増

うち 新規利用者数 ５名 前年度比 ４名増

うち 撤去利用者数 ７名 前年度比 １名増

延利用件数 ５１３名 前年度比 ３８名減

イ 高齢者向け配食サービス“おまち堂”の実施（在宅高齢者食の自立支援事業）

【小山町受託事業】

在宅高齢者に対して、栄養改善と見守りを兼ねた配食の提供により介護状態への進行の
防止を図り、高齢者が地域において自立した日常生活を営めるよう支援するため、高齢者
向け配食サービスを実施した。

ア） 事業内容
・高齢者の身体状況に応じたカロリーや食材の大きさや硬さに配慮した食事の調製
・利用者宅における直接手渡し方式による食事の配達
・配達時における利用者の健康状態や生活状況の確認及び異常時における連絡
・配達・見守りボランティアの意識向上と支援技術の習得を図るための研修会開催
・生活支援コーディネーターと連携した担い手の発掘 他
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イ） 事業の実施主体等

［事業実施主体］ 高齢者向け配食サービス“おまち堂”コンソーシアム
［コンソーシアム構成員］ 社会福祉法人小山町社会福祉協議会（代表法人）

社会福祉法人寿康会
ウ） 登録状況

［利用登録者数］ １０名（男性２名・女性８名）
［ボランティア申出者数］ ８名（男性 ２名・女性 ６名）

エ） サービス提供実績

実利用者数 １１名 前年度比 １名増

延利用件数 1,366件 前年度比 ５７名減

⑶ 社会福祉法人等との連携による地域課題の解決の推進

社会福祉法人・医療法人・財団法人・ＮＰＯ法人・営利法人が運営する社会福祉施設や
介護サービス事業所の連携・強化を図り、各法人のノウハウを生かして制度の狭間にあ
る地域課題の解決に向けた取り組みをすすめた。

ア おやま福祉介護アライアンス・ネットワーク会議 構成法人（全17法人）

・社会福祉法人 ミルトス会（駿東学園）
・社会福祉法人 寿康会（徳風園・平成の杜）
・社会福祉法人 婦人の園（インマヌエル）
・社会福祉法人 小山町社会福祉協議会（小山町社会福祉協議会）
・公益社団法人 有隣厚生会（富士小山病院）
・医療法人社団 静寿会（おやまの杜）
・社会医療法人 青虎会（菜の花の丘）
・医療法人社団 沙羅（東富士病院）
・特定非営利活動法人 ワーカーズコープ（わかば）
・特定非営利活動法人 おでかけクラブ（大人の笑楽校）
・一般社団法人 心和（はあとデイサービスセンター）
・株式会社 スルガケアサービス（アンビックおやま）
・株式会社 エス・ゴーニー（ふるさと倶楽部）
・有限会社 アイティ介護サービス（アイティ介護サービス）
・株式会社 グランドスラム（とう菜の里）
・株式会社 河村福祉サービス（静岡営業所）
・株式会社 縁（訪問看護ステーション大きな木）

ア） ハラスメント防止・対応研修会の開催

［期日］ 令和３年１１月２６日（金）
［会場］ 小山町健康福祉会館
［内容］ ハラスメントの基礎知識や具体例等
［出席者数］ ２２名（４社会福祉法人）

うち オンライン参加 ８名

イ 施設経営法人との連携による「県境エリア対象・移動販売事業」の実施

店舗空白地域である『県境エリア』における買い物弱者対策として、社会福祉法人が運
営する「移動販売事業」と連携した地域支援に引き続き取り組んだ。
今後もこの事業を定期的に実施することで、“買い物”という日常生活行為に潜むリハビ
リの必要性を見出す契機とすることができる。
［連携法人］

社会福祉法人富岳会（就労継続支援Ａ型事業 セルプ・アムール 他）
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区名 巡回会場名 実施回数

小山３区 正福寺駐車場 12回

延60回

小山４区 第１コミュニティ広場 12

生土区 小野様宅駐車場 12

湯船区 湯船公民館 12

柳島区 柳島公民館 12

［利用実績］

区名

来場者数 売上金額

延人数
１回あたり
の平均人数

総額 １日あたりの金額

小山３区 60名 5.0名

437,095円 36,425円

小山４区 56 4.7

生土区 66 5.5

湯船区 29 2.4

柳島区 99 8.3

計 310 25.8

［実施エリア（開設場所）］
・小山３区（正福寺駐車場） ・小山４区（第１コミュニティ広場）
・生土区（個人宅敷地内） ・湯船区（湯船公民館駐車場）
・柳島区（柳島公民館駐車場）

［取組内容］
【富岳会】 ・移動販売車（３トン車）による巡回販売
【本 会】 ・巡回販売当日における運営支援

・実施エリア内の住民に対する周知（回覧用チラシ作成・配布等） 他
［開催実績］

⑷ 社会福祉法人としての「地域における公益的な取組」の推進

ア 静岡県災害派遣福祉チーム（静岡ＤWＡＴ）への登録及び活動の連携

大規模災害時に避難所などで福祉的配慮が必要な人を発見し支援する静岡DWATに
本会職員を登録し、被災地における活動を支援します。静岡DWATは、社会福祉士等の
有資格者で、研修修了者の中から1チーム約5名で編成される福祉専門職チームである。
災害発生後、被災した県内外の市町村から静岡県に派遣要請があると、ネットワーク事
務局（静岡県社協）がチームを編成して被災地へ派遣される。隊員は災害発生5日後か
ら1か月後までの間において、指定の避難所や福祉避難所で支援活動を行うものであ
る。
［被災地での主な活動内容］
福祉的トリアージ、環境整備、移送支援、医療支援チーム等との連携 他

［登録者数］
１名（令和４年３月現在）

イ 運転免許自主返納者等サポート事業への加盟・協力

［事業主体］ 静岡県警察本部
［対 象］ 運転免許自主返納者等で運転経歴証明書を提示した者
［内 容］ 本会が運営する「カフェ・ポム」及び「町民食堂ごちそうさん」の共通利用券

（1名あたり年間1,000円分）を一括で贈呈
［贈呈件数］ ０件
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ウ 福祉車両貸出事業及び福祉車両取扱講習の実施

介護保険対象外サービスの一環として、福祉車両を短期で貸し出すことにより、虚弱
高齢者や疾病による在宅生活を送る人たちの安心・安全な環境づくりの支援を行った。
なお、当該事業の実施にあたっては、居宅介護支援事業所及び地域包括支援センターと
の連携に努めた。
［利用実績等］

貸出車両保有台数 軽自動車 １台

延利用件数 １件 前年度比 増減なし

エ 車椅子短期無料レンタルサービスの実施

介護保険対象外サービスの一環として、車椅子を短期で貸し出すことにより、虚弱高
齢者や疾病等による在宅生活を送る人たちの安心・安全な環境づくりのための支援を
行った。なお、当該事業の実施にあたっては、居宅介護支援事業所及び小山町地域包括
支援センター平成の杜との連携強化に努めた。
［利用実績等］

貸出車椅子保有台数 標準タイプ 8台

延利用件数 １０１件 前年度比 ４３件増

オ 福祉おたすけグッズ（地域福祉活動用資機材）貸出事業の実施

高齢者・障害者・子ども等を対象とした交流活動、地域の行事（祭事や体育大会等）、学
校における福祉体験等、幅広い地域福祉活動を応援するために各種レクリェーション用
品等の無料貸出しを行った。
［利用実績等］

保有台数 ２２種類・５９台 ポップコーン機、綿菓子機 他

延利用件数 ６件 前年度比 ６件増

カ 障害者週間啓発事業の共同開催

御殿場・小山障害者自立支援協議会主催の障害者週間啓発事業に対し、事業費の一部
を負担するなど、啓発を図った。
［事業名］ 障害者週間講演会
[期間] 令和３年１２月３日（金）～９日（木）
[開催方法] YouTube配信
[講演テーマ] 障害者の防災を考える～自分は何ができるか、地域は何ができるか～
[講師] 八幡隆司氏（ゆめ風基金理事）
[視聴回数] 第１部（事業所向け） １０６回再生

第２部（市民向け） １９５回再生
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⑸ 法人組織の基盤を強める

ア 法人経営に関する各種会議

ア） 理事会の開催
「執行機関」として、法人経営に関する意思を明確にすると共に、経営上の必要事

項等を定め、各種事業に関する協議により法人の方向性を定めるなど、法人経営
や事業展開に努めた。
第１回定例理事会 【総数1４名中１０名出席／出席率７１%】

［期日］ 令和３年５月１０日（月）
［会場］ 小山町健康福祉会館
［議題］ 第１号報告 会長及び常務理事の職務執行状況

第2号報告 令和２年度一般会計資金収支補正予算（第４号）専決処
分の報告

第1号議案 就労支援事業工賃変動積立金管理規程の制定
第2号議案 評議員選任規程の変更
第3号議案 役員規程の変更

第２回定例理事会 【総数1４名中１１名出席／出席率７９%】
［期日］ 令和３年６月２日（水）
［会場］ 小山町健康福祉会館
［議題］ 第３号報告 会長及び常務理事の職務執行状況

第４号報告 令和３年度決算監査結果報告
第４号議案 令和２年度事業報告書案の承認
第５号議案 令和2年度一般会計収支決算報告書案の承認
第６号議案 令和３年度一般会計資金収支補正予算（第１号）の承認
第７号議案 評議員選任候補者の推薦
第８号議案 理事選任候補者の推薦
第９号議案 監事選任候補者の推薦
第10号議案 令和３年度定時（第１回）評議員会の招集
第１１号議案 訪問介護事業所（指定訪問介護）運営規程の変更
第１２号議案 訪問介護事業所（訪問介護相当サービス）運営規程の

変更
第１3号議案 訪問介護事業所（介護予防・日常生活支援総合事業に

おける指定基準型訪問介護サービス事業）運営規程
の変更

第３回臨時理事会 【総数1５名中１２名出席／出席率８０%】
［期日］ 令和３年６月２１日（月）
［会場］ 小山町健康福祉会館
［議題］ 第５号報告 第１０回評議員選任・解任委員会の開催結果

第１４号議案 会長の選任
第１５号議案 副会長の選任
第１６号議案 常務理事の選任
第１７号議案 評議員選任・解任委員会委員の選任

第４回定例理事会 【総数1５名中１３名出席／出席率８７%】
［期日］ 令和３年９月１７日（金）
［会場］ 小山町健康福祉会館
［議題］ 第６号報告 会長及び常務理事の職務執行状況

第７号報告 平成２９年度定時（第１回）評議員会における「議第４号・
定款の変更」案件の不成立に関する報告

第１８号議案 評議員選任規程の変更
第１９号議案 就業規程の変更
第２０号議案 定年退職者の再雇用に関する規程の変更
第２１号議案 事務権限規程の変更
第２２号議案 育児・介護休業等に関する規程の変更
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第５回臨時理事会 【総数1５名中１４名出席／出席率９３%】
［期日］ 令和３年１０月２６日（火）
［会場］ 小山町健康福祉会館
［議題］ 第２３号議案 経理規程の変更

第２４号議案 ワークホーム・アップル経営改善計画案の承認
第８号報告 障害福祉サービス事業者等（居宅介護）実地指導の

受検結果
第９号報告 社会福祉法人指導監査の受検結果
第１０号報告 令和３年度定期監査の受検結果

第６回定例理事会 【総数1５名中１４名出席／出席率９３%】
［期日］ 令和３年１２月１日（水）
［会場］ 小山町健康福祉会館
［議題］第２４号議案 ワークホーム・アップル経営改善計画案の承認

第２５号議案 ワークホーム・アップル施設長等の任免
第２６号議案 令和３年度一般会計資金収支補正予算（第２号）の承認
第２７号議案 定款の変更
第２８号議案 経理規程の変更
第２９号議案 令和３年度臨時（第２回）評議員会の招集
第１１号報告 会長及び常務理事の職務執行状況

第７回定例理事会 【総数1５名中15名出席／出席率100%】
［期日］ 令和４年３月４日（金）
［会場］ 小山町健康福祉会館
［議題］第３０号議案 自動車運行管理規程の変更

第３１号議案 ワークホーム・アップル運営規程の変更
第３２号議案 令和３年度臨時（第３回）評議員会の招集
第１２号報告 会長及び常務理事の職務執行状況

第8回定例理事会 【総数1５名中１２名出席／出席率８０%】
［期日］ 令和４年３月２４日（木）
［会場］ 小山町健康福祉会館
［議題］第３３号議案 事務局組織規程の変更

第３４号議案 職員給与規程の変更
第３５号議案 経理規程の変更
第３６号議案 令和３年度一般会計資金収支補正予算（第３号）の承認
第３７号議案 令和４年度役員等賠償責任保険契約の承認
第３８号議案 令和４年度事業計画案の承認
第３９号議案 令和４年度一般会計資金収支予算案の承認

第1回 第2回 第3回 第４回

７１% ７９% ８０% ８７%

平日・昼間（午後）開催 平日・昼間（午後）開催 平日・昼間（午後）開催 平日・昼間（午後）開催

第５回 第６回 第７回 第８回

９３％ ９３％ 100％ ８０％

平日・昼間（午後）開催 平日・昼間（午前）開催 平日・夜間開催 平日・昼間（午前）開催

【理事会出席率】 平均出席率 ８５％（前年度比 ６ポイント減）

イ） 監事会の開催
会計業務及び理事の業務執行状況及び法人の財産の状況や事業等の監査に努
めた。
第１回監事会 【総数2名中2名出席】

［期日］ 令和３年5月2１日（金）
［会場］ 小山町健康福祉会館
［種別］ 決算監査

第２回監事会 【総数2名中2名出席】
［期日］ 令和３年１０月１４日（木）
［会場］ 小山町健康福祉会館
［種別］ 定期監査
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回 第１回（定時） 第２回（臨時） 第３回（臨時）

出席率
7６% ８１% ７１%

月曜日・午前開催 月曜日・午前開催 火曜日・午前開催

ウ） 評議員会の開催
法人経営上の重要事項の議決機関として、理事・監事の選解任、事業計画・事業
報告及び予算（補正予算を含む）・決算の承認等の重要な案件を審議した。
第１回（定時）評議員会 【総数２１名中１６名出席／出席率7６％】

［期日］ 令和３年6月2１日（月）
［会場］ 小山町健康福祉会館
［議題］ 第1号報告 令和２年度一般会計資金収支補正予算（第４号）の

専決処分の報告
第２号報告 令和３年度決算監査結果報告
第3号報告 第１０回評議員選任・解任委員会の開催結果報告
第１号議案 令和２年度事業報告書案の承認
第２号議案 令和２年度一般会計資金収支決算報告書案の承認
第３号議案 令和３年度一般会計補正予算（第1号）の承認
第４号議案 理事の選任
第５号議案 監事の選任

第２回（臨時）評議員会 【総数２１名中１７名出席／出席率８１％】
［期日］ 令和３年１２月２０日（月）
［会場］ 小山町健康福祉会館
［議題］ 第６号議案 定款の変更

第7号議案 役員の報酬等に関する規程の変更
第８号議案 令和３年度一般会計収支補正予算（第２号）の承認
第４号報告 令和３年度定期監査受検結果
第５号報告 ワークホーム・アップル経営改善に向けた取組み

第３回（臨時）評議員会 【総数２１名中１５名出席／出席率７１％】
［期日］ 令和４年３月２９日（火）
［会場］ 小山町健康福祉会館
［議題］ 第９号議案 令和３年度一般会計収支補正予算（第３号）の承認

第１０号議案 令和４年度事業計画案の承認
第１１号議案 令和４年度一般会計資金収支予算案の承認

【評議員会出席率】平均出席率 ７６％（前年度比 ６ポイント減）

エ） 評議員選任・解任委員会の開催

回 期 日 出席者数

１ 令和３年５月２８日（金） ５名

２ 令和３年７月２９日（木） ６名

３ 令和３年９月２９日（水） ７名

４ 令和３年１０月１５日（金） ７名

５ 令和３年１１月１９日（金） ６名

６ 令和３年１２月１７日（金） ６名

７ 令和４年１月２８日（金） ６名

８ 令和４年３月３日（木） ７名

オ） 部門責任者会議の開催

回 期 日 出席者数

１０ 令和３年４月１４日（水） ５名
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イ 公益通報者保護体制の整備
公益通報者保護法を踏まえ、本会が法令を遵守した経営への取り組みを強化して

いくために、本会役職員や関連事業者からの通報受理等を行う外部通報窓口を設
置した。（本会役職員や委託業者等からの内部告発を受け付けるための窓口のこと
をいう。）

ア） 委 託 先
あかまつ司法書士事務所（所在地；沼津市下河原町3-9-10）

イ） 委託内容
本会職員や関連業者からの通報受理・調査実施等

ウ） 委託料等
通報受理及び調査実績に応じた委託料、調査に要した旅費交通費

エ） 通報受理
０件

ウ 苦情解決体制の整備

本会のサービス事業等についての要望や苦情に対して適切に対応することで、利
用者のサービスに対する満足度を高めるとともに、利用者個人の権利を擁護しなが
ら社会性や客観性を確保し、一定のルールに沿った方法で、円滑で円満な問題の解
決を図った。

ア） 苦情解決関係者の配置
苦情解決責任者（事務局長）、苦情受付担当者（3名）、第三者委員（2名）

イ） 苦情申し立て等の受付対応実績
［苦情申立及び要望等の受付件数］ 計１件 （第三者委員への報告必要件数 ０件）
［事業別内訳］

内 容

計

職
員
接
遇

サ
ー
ビ
ス
の
質
や
量

利
用
料

説
明
・情
報
提
供

被
害
・損
失

権
利
侵
害

そ
の
他

居宅介護支援 0 0 0 0 0 0 １ １

訪問介護 0 0 0 0 0 0 0 0

就労継続支援Ｂ型 0 0 0 0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0 0 0 0

計 0 0 0 0 0 0 １ 0

ウ） 苦情解決委員会の開催
[期日] 令和４年３月１６日（水）
[会場] 小山町健康福祉会館
[出席者数] ６名

エ 第5次小山町地域福祉活動計画の進行管理

第4次小山町地域福祉計画（町行政）との合同による進行管理を行った。
ア） 計画実施期間

令和2～6年度（5か年）
イ） 小山町地域福祉活動計画及び小山町社会福祉協議会地域福祉活動計画推進

懇談会の開催
[期日] 令和４年２月１日（火）
[会場] 小山町健康福祉会館
新型コロナウイルス感染症感染拡大の影響により書面開催
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オ 役職員の資質向上
地域福祉の推進を担う役職員の資質向上を目指し、研修計画に基づいた研修事業

を実施した。また、広範囲になっていく福祉関連事業に対応していくために職員への
資格取得の機会を促し、専門職集団としての、より質の高い相談支援やサービス提
供に努めた。
ア） 職員内部研修会の開催

【第１回】 期日 令和３年４月１2日（月）
人数 9名

【第２回】 期日 令和３年５月１０日（月）
人数 ９名

【第３回】 期日 令和３年５月３１日（月）
人数 １０名

【第4回】 期日 令和３年５月31日（月） ※ 訪問介護事業所
人数 8名

【第５回】 期日 令和３年６月７日（月）
人数 ９名

【第６回】 期日 令和３年７月１２日（月）
人数 ８名

【第７回】 期日 令和３年７月２０日（火）
人数 ８名

【第８回】 期日 令和３年７月３０日（金） ※訪問介護事業所
人数 ６名

【第９回】 期日 令和３年８月２３日（月）
人数 ７名

【第10回】 期日 令和３年９月１３日（月）
人数 ６名

【第1１回】 期日 令和３年９月２１日（火）
人数 ８名

【第12回】 期日 令和３年9月３０日（木） ※訪問介護事業所
人数 ８名

【第1３回】 期日 令和３年１０月１８日（月）
人数 ６名

【第1４回】 期日 令和３年１１月１５日（月）
人数 ７名

【第15回】 期日 令和３年１１月30日（火） ※訪問介護事業所
人数 ７名

【第１６回】 期日 令和３年１２月２０日（月）
人数 ６名

【第17回】 期日 令和4年１月31日（月） ※訪問介護事業所
人数 ７名

【第１8回】 期日 令和４年３月３１日（木） ※訪問介護事業所
人数 ８名

イ） 全職員の福祉関係資格取得を目指した支援
個別面談や関係会議等の機会を通じて、支援に関する情報提供を行うとともに、休暇
取得等について配慮するなど、自己啓発や資格取得に対する意識の高揚を図った。

ウ） 職員を対象とした通信教育等受講料助成事業の実施
「職員の通信教育講座等研修受講に関する規程」に基づく助成事業の周知を図った。

助成申請受付件数 ０件

助成決定件数 ０

エ） 静岡県社会福祉協議会等主催の外部研修会等への参加促進 他
【役員及び評議員】
・市町社協監事研修≪WEB≫（2名）
・安全運転管理者等法定講習（１名）

【法人本部・地域福祉推進事業部門】
・市町社協災害ボランティア担当者人材育成研修・実施編（１名）
・市町社協総務担当者研修会（２名）
・市町社協災害ボランティア担当者人材育成研修・広報ICT活用編≪WEB≫ （１名）
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【権利擁護支援センター】
・静岡県生活困窮者自立支援制度支援員養成研修・基礎編≪WEB≫（1名）
・実習指導者フォローアップ講習会≪WEB≫ （１名）
・コミュニティソーシャルワーク実践者養成研修会≪WEB≫ （１名）
・ひきこもり支援従事者研修（１名）
・包括的支援体制構築事業人材養成研修〈全４日間〉（１名）
・生活困窮者自立支援事業従事者養成選択研修≪WEB≫ （１名）
・成年後見制度意思決定支援に係る実務研修・基礎編≪WEB≫ （１名）
・第１回子どもの学習・生活支援事業セミナー≪WEB≫ （２名）
・居住支援法人研修会第２回目≪WEB≫ （２名）
・生活困窮者自立支援事業従事者養成選択研修≪WEB≫ （２名）
・多重債務相談支援研修≪WEB≫ （１名）
・日常生活自立支援事業現任生活支援員研修会≪WEB≫ （１名）
・支援員を支えるネットワーク構築事業の支援事例発表会≪WEB≫ （２名）
・駿東・田方地域リハビリテーション強化推進事業研修会≪WEB≫ （１名）
・生活再建のための家計管理支援≪WEB≫ （１名）
・日常生活自立支援事業専門員実践力強化研修会Ⅱ≪WEB≫ （１名）
・外国人支援者を対象とした連携研修会≪WEB≫ （２名）
・生活困窮者自立支援事業・法律セミナー≪WEB≫ （２名）
・日常生活自立支援事業専門員研修会≪WEB≫ （２名）
・成年後見制度利用促進広域研修≪WEB≫ （２名）
・コミュニティソーシャルワーカー実践者養成研修≪WEB≫ （１名）

【居宅介護支援事業所】
・静岡県介護予防ケアマネジメント新任者研修≪WEB≫ （１名）
・静岡DWAT熱海市土砂災害派遣者ふりかえりの会≪WEB≫ （１名）
・要介護認定調査員現任研修≪WEB≫ （２名）
・介護予防ケアマネジメント現任研修≪WEB≫ （２名）

【訪問介護事業所】
（該当なし）

【ワークホーム・アップル】
（該当なし）

年間付与日数 ２０日間（前期繰越分を除く）

平均取得日数 11.６日

平均取得率 5８.0％

イ） 年次有給休暇取得状況の推移

年間付与日数 平均取得日数 平均取得率

平成２６年 ２０日 9.0日 45.0％

２７年 ２０ 6.5 32.5

２８年 ２０ 5.2 26.0

２９年 ２０ 5.3 26.5

３０年 ２０ 9.4 47.0

令和 元年 ２０ 15.8 79.0

２年 ２０ 13.3 66.5

3年 ２０ 11.6 58.0

カ 働き方改革の推進及び労務管理体制の推進
町民の生活課題や福祉ニーズに合わせ、新たな業務増が見込まれるなかで、適正

な労務管理・人事管理体制の確立を図るとともに、「年次有給休暇の計画的付与制
度（計画年休）」とあわせて、「副業・兼業促進制度」など本会独自の働き方改革を積
極的に推進した。また、質の高いサービス提供、従業員のより良い職場環境の整備
や今後の雇用管理改善を図った。

ア） 年次有給休暇取得状況（常勤職員のみ掲載） ※ 暦年で算出
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【参考データ】 ＜厚生労働省「令和2年就労条件総合調査の概要（令和元年度実績
データ）」より＞

［年次有給休暇平均取得日数・取得率等］

区 分 取得日数 取得率

全 産 業 10.1日 56.3%

福祉・医療 8.9 53.4

202５年（令和７年）までの達成目標 70.0

ウ） 副業・兼業促進制度の活用状況

申請件数 ５件 【正規】２ 【再雇用】１ 【契約】２

うち 許可件数 ５

主な申請理由 ・接客能力等のスキルアップのため
・福祉介護人材の育成のため

エ） 駿東勤労者福祉サービスセンター（ベネフィ駿東）への加入等
［加入者数］ ２４名
［活用実績］ （法人本部経由での申請・活用分のみ）

慶弔給付金 ２件

会員の勤続（満２０年） １

会員の珊瑚婚（３５年） １

各種あっせん事業 ９

ア） 職員健康診断の実施
基本健診

[期 日] 令和３年8月４日(水)・５日（木)
[対 象 者] ２２名
[受 診 者] ２2名（人間ドック等受診）
［受 診 率 ］ １００%
［有所見者]１３名

胃部レントゲン検査
[期 日] 令和３年１２月２２日(水)・２３日（木）
[対 象 者] １９名
[受 診 者] １３名
［受 診 率］ ６８%
[有所見者] ５名

腰痛検査
[期 日] 令和４年2月9日（水)
[対象者数] 8名（ホームヘルパー）
[受診者数] 8名
［受 診 率］ 100.0%
[有所見者] 0名

イ） スマートフォン無料アプリを活用した健康管理
[アプリ名等] グッピーヘルスケア（㈱グッピーズ）
[導入年月日] 令和３年６月１日（火）
[導入形態] 全職員を対象に任意で活用

ウ） 「ふじのくに健康づくり推進事業所宣言」の認定
[認定区分] ホワイト事業所（１・２年目）
[宣言内容] スマホ無料アプリで健康を見える化
[認定年月日] 令和３年９月２９日

エ） その他
「グッドガバナンス認証の取得」及び「健康経営優良法人の認定」については、認
証・認定要件の取得に向けた体制整備に努めた。「産業保健活動の支援の活用」
については、「けんぽ」の制度活用を含め、調査研究を継続した。

キ 「組織の健全化」及び「職員の健康意識向上」に向けた取組の推進



ー ２８ ー

ク 職員の安全運行管理体制の充実

ア） 全業務用車両へのドライブレコーダーの活用

車両保有台数 11台

設置済み台数 １１台

主な活用方法 運転指導、事故調査協力等

イ） 職員の交通事故発生状況の把握
［対象事故］ 職員の起因する人身交通事故
［報告件数］ ０件

ウ） 御殿場地区安全運転管理協会への重大事故の報告
［重大事故の定義］ 死亡事故、酒気帯び運転、無免許運転、薬物等運転ひき逃げ事故
［報告件数］ 0件

エ） 運転免許証等の所持状況の定期確認
運転免許証や身分証明書の所持状況や更新期限等について現物確認を行うこと

により適正な携帯と毀損・紛失防止に努めた。
［対 象 者］ 全職員（含 非常勤契約職員）
［確認頻度］ 四半期に1回（年4回以上実施／実施日は不定期）
［実施実績］

回 期 間 対象者数 結果

第1回 令和３年6月７日（月）～３0日（水） ２４名 異常なし

第2回 令和３年９月７日（火）～３０日（木） ２２名 異常なし

第３回 令和３年１２月８日（水）～２４日（金） ２２名 異常なし

第４回 令和４年３月８日（火）～２２日（火） 25名 異常なし

ケ 職員の採用及び退職
年度内における職員の採用及び退職の状況については下記のとおりである。

ア） 職員の採用
【契約職員（非常勤）】

［職種］ 日常生活自立支援事業生活支援員・法人後見事業後見支援員（非常勤）
［採用人数］ 4名（令和３年4月1日付）

【契約職員（常勤）】
［職種］ 地域福祉プロデューサー・生活支援コーディネーター
［採用人数］ １名（令和４年１月1日付）

イ） 職員の退職
【契約職員（常勤）】

［職種］ 地域福祉プロデューサー・生活支援コーディネーター（常勤）
［退職者数］ 2名（令和３年６月３０日付・１１月３０日付）
[退職事由] 自己都合

【契約職員（非常勤）】
［職種］ 職業指導員（非常勤）
［退職者数］ １名（令和４年３月３１日付）
[退職事由] 自己都合

正 規 職 員 契 約 職 員 再雇用職員
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年度初 1 2 1 2 1 2 2 9 0 7 3 0 1 0 0 1 32

年度末 1 2 1 2 1 2 1 9 0 7 3 0 1 0 0 1 31

増減 ０ ０ ０ ０ ０ ０ -1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 -1

ウ） 職員数の推移
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コ 小山町行政や関連機関等との連携強化

本会における適正な法人経営及び時代の潮流に対応した先駆的事業展開に資する
ことを目的として、小山町行政等との日常的な連携強化を図り、積極的な提言活動を
行った。

ア） 小山町健康福祉会館指定管理連絡調整会議への出席
イ） 小山町健康福祉会館消防訓練への参加

サ 静岡県社会福祉協議会との連携強化

本会における適正な法人経営及び先駆的事業展開に資することを目的として、日常
的な連携強化を図り、積極的な提言活動を行った。

⑹ 安定した自主財源の確保

ア 会員会費の拡充

住民に社会福祉協議会の活動等を広く理解してもらうとともに、効果的かつ先駆
的な地域福祉活動を展開していくための基盤強化のため、本会関係者や区長会等
の協力を得ながら、会員拡充と財源確保に努めた。(7月を会員増強月間とし運動
を展開した。)

ア） 普通会員
・区長会を通じた世帯会員の募集・とりまとめ
・福祉施設や福祉活動団体に対する加入依頼

［加入実績］

世 帯 5,615世帯 前年度比 ３９世帯増

社会福祉法人・福祉団体
及びボランティア団体

３１団体 前年度比 ５団体減

イ） 賛助会員
・役員等（役員及び事務局職員）による事業所等賛助会員加入依頼訪問活動

［期日］ 令和3年7月6日(火)～15日(木) 計5日間
[加入依頼件数] １７４件（うち 新規 4件）
［従事者数］ 延２５名

・個人賛助会員に対する郵送での個別協力依頼
［加入実績］

個 人 １３４名 前年度比 ９名増

事業所等 144事業所・法人 前年度比 ２事業所・法人 減

イ 共同募金運動への積極的協力と配分金の有効活用

社会福祉法人静岡県共同募金会（小山町共同募金委員会）及び区長会や民生委員
児童委員協議会と連携し、共同募金運動の促進を図るとともに、配分金の効果的な活
用に努めた。

赤い羽根共同募金運動 （一般募金） 令和３年10月1日～12月31日

歳末たすけあい募金運動 （歳末募金） 令和３年12月1日～31日

シ 感染症の蔓延や大規模災害発生時に備えた安定的・継続的な事業運営体制の構築 （３－４）

新型コロナウイルス感染症等や災害発生時において、必要なサービス提供や事業が安定的
かつ継続的に実施できる体制を構築するために、下記の取組を継続して行った。
ア） 日常的な感染症対策の強化（感染対策用品の備蓄、感染対策関係研修会の実施 他）
イ） 法人全体及び事業所ごとにおける「事業継続計画（ＢＣＰ）」の策定に着手した。（令和５年

度上半期に策定完了予定）

ウ リサイクル活動の展開

町民等から寄せられる下記物品の回収及び換金により自主財源の確保につなげた。
（就労支援事業におけるリサイクル事業を除く）

［回収品目］ プルタブ、使用済み切手、未使用切手、未使用官製ハガキ 他
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４ 指定介護保険事業の経営

⑴ 居宅介護支援事業所の経営

利用者が住み慣れた居宅において、安心して生活できるように総合的に福祉サービスを調
整して支援に努めた。

ア 事業所の名称

小山町社会福祉協議会 居宅介護支援事業所

イ 従業者数（令和４年３月３１日現在）

・管理者（兼 介護支援専門員） 常勤 1名
・副管理者（兼 介護支援専門員） 常勤 1名

ウ 業務内容

・毎月訪問、モニタリング、アセスメント
・サービス担当者会議の開催
・ケアプランの作成
・介護予防プランの作成（小山町地域包括支援センター「平成の杜」受託事業）
・ケア会議への出席
・要介護認定調査の受託実施（小山町、その他市町村等）
・介護サービス情報公表の対応
・事業の啓発活動の実施
・介護相談

エー❶ 介護度別居宅介護支援費提出実績（年間）

要介護1 ３３５件 前年度比 １３１件減

要介護2 ２００ 前年度比 ２５件増

要介護3 １３６ 前年度比 ４３件増

要介護4 92 前年度比 ９件増

要介護5 96 前年度比 ３７件増

計 859 前年度比 １７件減

介護度別 性別
合計

要介護1 要介護2 要介護3 要介護4 要介護5 男 女

4月 35 17 8 5 7 25 47 72

5月 31 17 13 5 10 27 49 76

6月 ２８ １５ １２ ５ ８ ２３ ４５ ６８

7月 ２６ １６ １３ ７ ７ ２２ ４７ ６９

8月 26 18 11 8 7 21 49 70

9月 ２７ １６ １１ ９ ８ ２２ ４９ ７１

１０月 ２７ １６ １２ ７ ６ ２１ ４７ ６８

１１月 28 17 14 7 7 23 50 73

１２月 ２９ １８ １２ ８ ９ ２４ ５２ ７６

１月 ２７ １７ １１ １０ ８ ２３ ５０ ７３

２月 ２５ １７ １０ １１ ８ ２３ ４８ ７１

３月 ２６ １６ ９ １０ １１ ２４ ４８ ７２

エー❷ 介護度別居宅介護支援費提出実績（月別）

オー❶ 介護度別介護予防サービス計画提出実績（年間）【小山町地域包括支援センター受託事業】

事業対象者 1件 前年度比 １件増

要支援1 35 前年度比 ９件減

要支援2 83 前年度比 ５件増

計 119 前年度比 ３件減
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介護度別 性別
合計

事業対象者 要支援１ 要支援2 男 女

4月 0 ３ 7 4 6 10

5月 0 ３ 7 4 6 10

6月 0 ３ ６ ３ ６ ９

7月 0 ３ ７ ３ ７ １０

8月 0 ３ 6 3 6 9

9月 0 ３ ７ ３ ７ １０

１０月 0 ３ ９ ５ ７ １２

１１月 0 ３ 8 4 7 11

１２月 0 ３ ７ ３ ７ １０

１月 0 ３ ７ ３ ７ １０

２月 0 ２ ６ ３ ５ ８

３月 １ ３ ６ ３ ７ １０

オー❷ 介護度別介護予防サービス計画提出実績（月別）
【小山町地域包括支援センター受託事業】

カ 要介護認定調査の実施（年間） 【小山町及びその他市区町村受託事業】

受託件数 ６２件 （前年度比 ４０件増）

都道府県名 市区町村名等
件 数

小計 合計

静岡県
小山町 ５４

５５
藤枝市 １

神奈川県
伊勢原市 1

２
横浜市保土ヶ谷区 １

東京都 練馬区 １ １

埼玉県 上尾市 １ １

山梨県 富士河口湖町 １ １

福岡県 福岡市 １ 1

大分県 国東市 1 １

総 計 ６２ ６２

⑵ 訪問介護事業所の経営

居宅で生活する高齢者が要介護状態又は要支援状態であっても、食事・排泄・入浴の介護、
その他の日常生活にわたる援助を行うことにより、その利用者が可能な限りその居宅におい
て、その有する能力に応じ自立した日常生活を送ることができるよう支援した。

ア 事業所の名称

小山町社会福祉協議会 訪問介護事業所

イ 従業者数（令和４年３月３１日現在）

・管理者（兼 サービス提供責任者 兼 ホームヘルパー） 常勤1名
・ホームヘルパー 常勤1名・非常勤6名

ウ 実施事業

・訪問介護事業
・総合事業第1号 訪問介護相当サービス事業 ・ 訪問型サービスＡ事業

エ 業務内容

・ケアプランに沿ったサービス提供
・サービス担当者会議への出席
・関係機関との連絡調整による利用者支援
・介護サービス情報公表の対応
・従事者の知識・技術向上によるサービスの質の確保（研修計画による）
・事業の啓発活動の実施
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オー❶ 介護度別請求実績（年間）

介 護 度 別

事
業
対
象
者

要
支
援
１

要
支
援
２

要
介
護
１

要
介
護
２

要
介
護
３

要
介
護
４

要
介
護
５

延利用者数
１8 5４ ６２ ７６ ７１ ３９ １１ １５

延３４６名 （前年度比 18名増）

延利用件数 延4,361件 （前年度比 165件 増）

オー❷ 介護度別請求実績（月別）

要介護度別

延
利
用
者
数

延
利
用
件
数

事
業
対
象
者

要
支
援
１

要
支
援
２

要
介
護
１

要
介
護
２

要
介
護
３

要
介
護
４

要
介
護
５

4月 4 4 7 6 ４ ２ ０ １ 28 386

5月 ２ ４ ７ ５ ５ ３ ０ １ ２７ ３８７

6月 1 4 6 4 4 4 0 1 24 374

7月 ２ ４ ４ ３ ７ ５ １ １ ２７ ３９４

8月 2 4 4 6 7 4 1 1 29 370

9月 １ ４ ４ ６ ７ ４ １ １ ２８ ３９５

１０月 １ ４ ５ ６ ７ ４ １ １ ２９ ４０６

１１月 １ ６ ６ ９ ６ ３ １ １ ３３ ４０８

１２月 １ ５ ４ ９ ６ ３ ２ ２ ３２ ３２９

１月 １ ５ ５ ８ ６ ３ ２ ２ 32 325

２月 １ ５ ５ ６ ６ ２ １ １ ２７ ２３３

3月 １ ５ ５ ８ ６ ２ １ ２ ３０ ３１７

カ 訪問介護事業・サービス検討会の開催
第1回 ［期 日］ 令和３年５月31日（月）

［出席者数］ 8名
第2回 ［期 日］ 令和３年７月３０日（金）

［出席者数］ ６名
第3回 ［期 日］ 令和３年９月３０日（木）

［出席者数］ ８名
第４回 [期 日] 令和３年１１月３０日（火）

[出席者数] ７名
第５回 [期 日] 令和４年１月３１日（月）

[出席者数] ７名
第６回 [期 日] 令和４年３月３１日（木）

[出席者数] ８名
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５ 指定障害福祉サービス事業の経営

⑴ 居宅介護事業の経営

身体障害者、知的障害者、精神障害者、障害児、難病等対象者が在宅で安心して暮らすこと
ができるよう入浴、排泄、食事等の介護、調理、洗濯及び掃除等の家事、生活等に関する相談
及び助言並びにその他の日常生活における援助を行った。なお、事業所名、従事者数、業務内
容は、訪問介護事業と同様である。

アー❶ サービス提供実績（年間）

実利用者数 ４名 前年度比 1名増

延訪問回数 205回 前年度比 ８３回 増

延訪問時間数 203.5時間 前年度比 ７２.0時間増

アー❷ サービス提供実績（月別）

実利用者数 延訪問回数 延訪問時間数

4月 3名 17回 17.0時間

5月 3 13 13.0

6月 3 16 16.0

7月 ４ １７ １７.0

8月 ４ ２０ １９．５

9月 ４ １６ １５．０

１０月 ４ ２０ ２０．０

１１月 ４ ２１ ２１．０

１２月 ４ １８ １８．０

１月 ４ １３ １３．０

２月 ４ １７ 17.0

３月 ４ 17 17.0

計 － 205 203.5

⑵ 就労継続支援Ｂ型事業の経営

障がいのある人に対し、就労や生産活動の機会を提供した。また、作業だけでなく、
職業習慣の確立、マナー、挨拶、身だしなみなどの訓練コミュニケーションの確立に
向けての支援を行った。なお、作業収入から必要経費を控除した額を工賃として利
用者に支給している。

ア 事業所の名称

ワークホーム・アップル（所在地；小山町菅沼253-1）

イ 従業者数（令和４年３月３１日現在）

・施設長 １名（非常勤）
・施設長代理（兼 職業指導員） 1名（常勤）
・サービス管理責任者（兼 職業指導員） 1名（常勤）
・生活支援員（兼 職業指導員） 1名（常勤）
・職業指導員 3名（非常勤）

ウ 利用定員

12名

エ 利用実人数

1１名 （前年度比 ２名減）

内 訳 居住地別

小 山 町 1０名
男性 5名（含 新規契約1）

女性 ５名（含 契約終了1）

御殿場市 1名
男性 1名

女性 0名
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カ 事業内容

・自主事業（クッキー、ケーキ、縫製品等）
・受託事業
・自動販売機事業（小山町健康福祉会館2基）
・リサイクル事業
・喫茶事業（サテライト施設「カフェ・ポム」／小山町役場本庁１階）
・食堂事業（サテライト施設「町民食堂ごちそうさん」／小山町役場本庁地階）

キー❶ 利用実績（年間）

開所日数 2２８日 前年度比 10日減

延利用者数 2,237名 前年度比 161名減

平均利用率 89.75％ 前年度比 1.09ポイント減

月額平均工賃 25,131円 前年度比 1,825円増

キー❷ 利用実績（月別）

月別 開所日数 延利用者数 利用率 訓練等給付費収入

4月 21日 20０名 96.54% 1,523,419円

5月 18 18５ 88.00 1,407,482

6月 ２２ 228 89.50 1,729,691

7月 ２０ 20４ 93.70 1,576,559

8月 1６ １６７ ９７.９０ 1,366,820

9月 18 1８８ ９８.９０ 1,440,808

１０月 ２１ 21２ ８７.１０ 1,631,089

１１月 ２０ ２０４ ９７.００ 1,576,384

１２月 20 20５ ９７.００ 1,575,000

１月 １７ 1５８ ８４.００ 1,226,331

２月 1４ 1１３ ６５.６７ 997,012

３月 21 17３ ８１.７０ 1,311,174

計 2２８ 2,２37 － －

ク 【参考データ】 令和２年度 静岡県内就労継続支援Ｂ型事業所 月額平均工賃実績

静岡県全体 15,529円 就労継続支援Ｂ型事業所数 計397事業所

ワークホーム・アップル 23,307円 第46位／全397事業所中

オ 利用者数の動向

年度当初利用者数 １１名

新規契約利用者数 １名

契約終了利用者数 １名

年度末利用者数 １１名 前年度比 ２名減
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ケ 年間事業一覧（抜粋）

年月日 実施内容 場所 参加人数

03.05.28 保護者会（書面協議） － 12

03.06.02 第1回防災訓練 アップル本体施設 10

03.07.02 永年利用者表彰式 アップル本体施設 １４

03.09.02 第２回防災訓練 アップル本体施設 １１

０３.11.01 第3回防災訓練 アップル本体施設 １２

０３.11.15 食堂事業現地見学・喫食会２－① 町民食堂ごちそうさん 4

０３.11.17 食堂事業現地見学・喫食会２－② 町民食堂ごちそうさん 8

０３.12.28 保護者会 アップル本体施設 １２

04.03.29 第４回防災訓練 アップル本体施設 １１

コ 取引先事業所数

自主事業 ６事業所

受託事業 ７事業所

自動販売機事業 ２事業所

リサイクル事業 １１事業所
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6 その他

⑴ 行政関係機関による監査及び実地指導等の受検

静岡県等の行政関係機関による監査及び実地指導を受検し、助言指導等受検結果につい
ては、理事会の席上において報告するとともに、早急に改善するなどの措置を講じ、本会
の経営改善や適正な事業展開に反映させた。

ア 障害福祉サービス事業者等実地指導の受検

［期 日］ 令和３年８月1０日（火）
［実施者］ 静岡県（健康福祉部福祉指導課）
［受検結果］ 改善指導事項 なし、助言事項 なし

イ 社会福祉法人指導監査の受検

［期 日］ 令和３年８月1７日（火）
［実施者］ 静岡県（健康福祉部福祉指導課）
［受検結果］ 文書指摘事項５件、口頭指摘事項４件、助言事項１件

⑵ 各種表彰候補者推薦事務の実施

小山町内における地域福祉活動に功労のあった人を表彰し、その功を讃え、労をねぎらい、
もって地域福祉の進展に資することを目的として各種表彰候補者の推薦を行った。

小山町社会福祉協議会会長表彰

推薦件数 ２１名・２団体

民生委員児童委員功労
社会福祉法人役員、社会福祉施設・事業所・従事者功労
社会福祉関係団体役員功労
社会福祉事業に対する金品寄附感謝状

２名
１１名
２名
６名・２団体

決定件数 ２１名・２団体

推薦件数と同じ

静岡県社会福祉協議会会長表彰

推薦件数 ９名

社会福祉法人役員、社会福祉施設・事業所・従事者功労 ９名

決定件数 ９名

推薦件数と同じ

全国社会福祉協議会会長表彰

推薦件数 ４名

社会福祉法人役員、社会福祉施設従事者功労
社会福祉協議会従事者功労

３名
１名

決定件数 ３名

社会福祉法人役員、社会福祉施設従事者功労
社会福祉協議会従事者功労

２名
１名

静岡県知事表彰・褒賞

推薦件数 ２名

社会福祉施設従事者功労
ホームヘルパー功労

１名
１名

決定件数 ２名

推薦件数と同じ
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⑶ 各種研修会講師等としての役職員派遣の実施

県内外の関係団体が主催する研修事業の講師や事例提供者等として本会役職員を派遣
し、ネットワークの拡充・強化を図った。

ア 南足柄市社会福祉協議会主催

［派遣役職員］ 松田直樹(統括地域福祉プロデューサー)
［事業名］ 災害研修会（テーマ；豪雨災害に備える）
［期 日］ 令和３年７月2日（金）
［会 場］ りんどう会館（神奈川県南足柄市）

イ 西伊豆町社会福祉協議会主催

［派遣役職員］ 関 智久(地域福祉プロデューサー)
［事業名］ 西伊豆町生活支援ボランティア養成講座（テーマ；住民参加型福祉サービス

“オンリー・ユー♪について”）
［期 日］ 令和３年１２月１2日（日）
［会 場］ 西伊豆町賀茂健康センター（賀茂郡西伊豆町）

⑷ 関係機関・団体の委員等就任による提言活動

関係機関や団体の委員等就任による積極的な提言活動を行った。

ア 臼井 光昭（会長） （※ 令和３年６月２１日まで 滝口 正）

小山町地域公共交通会議 委員
小山町要保護準要保護児童対策地域協議会 委員
社会を明るくする運動小山町推進委員会 委員
2020東京オリンピック・パラリンピック小山町開催支援協議会 委員
小山町地域福祉計画推進懇談会 構成員
小山町障害者計画等推進懇談会 構成員（副会長）

イ 原 秀人（常務理事／事務局長）

静岡県社会福祉協議会企画調査委員会 委員
静岡県社会福祉協議会地域における公益的な取組推進部会 委員
小山町介護保険等総合会議 委員
小山町地域包括支援センター運営委員会 委員
小山町福祉有償運送運営協議会 委員
小山町社会教育委員
小山町生涯学習推進委員会 委員

ウ 松田直樹（統括地域福祉プロデューサー／ワークホーム・アップル施設長）

静岡県下社会福祉協議会『移動支援サービス』運営に係るシステム研究会 構成員
静岡県市町社会福祉協議会連絡協議会総務部会 幹事
全国健康保険協会静岡支部健康保険委員

御殿場地区安全運転管理協会会長表彰

推薦件数 １名

優良安全運転管理者（会長単名表彰） １名

決定件数 １名

推薦件数と同じ

エ 芹澤真澄（権利擁護支援センター長）

小山町成年後見制度利用促進懇談会 委員

オ 関 智久（地域福祉プロデューサー）

小山町文化芸術振興基本計画検討会議 構成員

カ 五十井真琴（地域福祉プロデューサー）

御殿場・小山フードバンク協議会 構成員
小山町スポーツ振興審議会 委員

キ 遠藤千代子（ワークホーム・アップル 施設長代理）

静岡県立御殿場特別支援学校 学校運営協議会委員

ク 勝俣千春（ワークホーム・アップル サービス管理責任者）

小山町障害支援区分判定審査会 委員



① 静岡県災害派遣福祉チーム（静岡DWAT）への登録及び活動の連携
② 運転免許自主返納者等サポート事業への協力
③ 福祉車両貸出事業及び福祉車両取扱講習の実施
④ 車椅子短期無料貸出事業の実施
⑤ 福祉おたすけグッズ（地域福祉活動用資機材）貸出事業の実施
⑥ 福祉系大学や専門学校学生等実習生の受け入れ
⑦ 中学生職場体験学習の受け入れ
⑧ 生活困窮世帯等を対象とする緊急食糧支援事業の実施
⑨ 「小山町みんなの食堂」お弁当配布事業の連携実施
⑩ 法人後見事業の実施
⑪ 宅老所「ひだまり」の運営
⑫ 住民参加型福祉サービス“オンリー・ユー♪”の実施
⑬ 高齢者向け配食サービス“おまち堂”の実施
⑭ 「おやま健康マイレージ事業」への協賛
⑮ おやま福祉介護アライアンス・ネットワーク会議の開催
⑯ 施設経営法人との連携による「県境エリア対象・移動販売事業」の実施

社会福祉法人としての「地域における公益的な取組」 （再掲）

th40
2023年12月 法人化40周年を迎えます！

Anniversary


